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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●対策地域を有する自治体（8都府県）において、保有自動車の排出基準適合率を示す。左が対策地域内、右が対策地域外のもの。
●対策地域内の排出基準適合率の伸びは対策地域外に比べて大きく、対策地域内では排出ガスが少ない車両への代替が早く進んだことを示している。
（乗用ディーゼルについては、所有していても実際は使用されていないケースが多い（クラシックカーとして趣味で所有しているケース等が想定できる）ことから、適合率が低い。しかし、保有台数は少なく体勢に影響は少ない。）
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Sheet1

		VOC排出量 ハイシュツリョウ

						排出量（ｔ／年） ハイシュツリョウネン		割合（％） ワリアイ		累積排出量 ルイセキハイシュツリョウ		累積割合（％） ルイセキワリアイ

		1		トルエン		266,352		17.7		266,352		17.7

		2		キシレン		171,648		11.4		438,000		29.1

		3		トリメチルベンゼン		92,893		6.2		530,893		35.3

		4		酢酸エチル サクサン		89,316		5.9		620,209		41.2

		5		デカン		71,237		4.7		691,446		46.0

		6		メタノール		61,756		4.1		753,202		50.1

		7		ジクロロメタン		57,533		3.8		810,735		53.9

		8		メチルエチルケトン		49,592		3.3		860,327		57.2

		9		ｎーブタン		47,191		3.1		907,518		60.3

		10		イソブタン		44,663		3.0		952,181		63.3

		11		トリクロロエチレン		32,843		2.2		985,024		65.5

		12		イソプロピルアルコール		31,155		2.1		1,016,179		67.6

		13		酢酸ブチル サクサン		30,656		2.0		1,046,835		69.6

		14		アセトン		30,532		2.0		1,077,367		71.6

		15		メチルイソブチルケトン		30,138		2.0		1,107,505		73.6

		16		ブチルセロソブル		23,544		1.6		1,131,049		75.2

		17		ｎ－ヘキサン		21,550		1.4		1,152,599		76.6

		18		ｎ－ブタノール		21,057		1.4		1,173,656		78.0

		19		ｎ－ペンタン		20,518		26.6		1,194,174		79.4

		20		CIS-2-ブテン		19,249		1.3		1,213,423		80.7

		21		イソブタノール		17,075		1.1		1,230,498		81.8

		22		プロピレングリコールモノメチルエーテル		16,041		1.1		1,246,539		82.9

		23		テトラクロロエチレン		14,971		1.0		1,261,510		83.9

		24		シクロヘキサン		12,689		0.8		1,274,199		84.7

		25		酢酸プロピル サクサン		12,603		0.8		1,286,802		85.5

		26		trans-2-ブテン		12,431		0.8		1,299,233		86.4

		27		エチルセロソルブ		11,345		0.8		1,310,578		87.1

		28		ウンデカン		11,085		0.7		1,321,663		87.9

		29		ノナン		8,987		0.6		1,330,650		88.5

		30		プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート		8,675		0.6		1,339,325		89.0

						排出量（万ｔ／年） ハイシュツリョウマンネン

		1		トルエン		26.6

		2		キシレン		17.2

		3		TMベンゼン		9.3

		4		酢酸エチル サクサン		8.9

		5		デカン		7.1

		6		メタノール		6.2

		7		ジクロロメタン		5.8

		8		MEケトン		5.0

		9		ｎーブタン		4.7

		10		イソブタン		4.5
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